
授　業 【 G 】 区 分

科目名

科目区分

授業形態

【 G 】

サブ
タイトル

担当者

【 － 】 【 － 】 【 － 】 【 － 】

【 － 】 【 － 】 【 － 】 【 － 】

【 － 】 【 － 】 【 － 】 【 － 】

フィードバック

方法

対話・議論型授業 ロールプレイ

プレゼンテーション 模擬授業 ＰＢＬ その他

国際関係入門
開講年次

【 G 】1
単位数

【 G 】2

選　択

DP（ディプロマ・ポリシー）④

専門科目

対面授業

担当形態 単　独

履修条件

・受講に際しては良識ある大学生として行動することを求めます。
・授業は基本的に講義スタイルで行うが、講義中にしばしば講師から問いかけが行われます。また、授業後には毎回小テストを実施します。その
ため、履修者には積極的に学修に取り組む姿勢が求められます。
・小テストの実施や講師からの問いかけはオンラインにて行われます。そのため、PCやスマートフォンなどのオンラインデバイスの用意が必要
です。(オンラインデバイスの用意・使用が困難な方は、事前に相談してください。)

施行規則に定める科目区分又は事項等

国際法の視点からロシアによるウクライナ侵攻を考える 山下　毅

授業概要

【
概
要

】

・本科目は、国際関係に関する学びの入口として位置付けられています。
・国際関係に関する問題のうち、授業では特に2022年2月24日に開始されたロシアによるウクライナ侵攻について、主に国際法の視点から解説し
ます。
・本授業が履修生の皆さんにとって、世界で起きている様々な問題を身近なものに感じてもらい、関心を持ってもらえるきっかけとなることを期待し
ます。

アクティブ
ラーニングの

方法

事前学習型 反転授業 調査学習 フィールドワーク

双方向アンケート グループワーク

【
到
達
目
標

】

・国際社会で生じている事象を理解する上で重要となる基礎的な知識・概念を理解できる。
・国際社会で生じている問題について、自分なりに関心を抱き、批判的に検討することができる。

評価方法
・筆記試験（まとめノートの持ち込み可）。まとめノートに関する説明は授業中に行う・・・（50%）
・毎授業後、オンラインフォームを用いて小テストを実施する（毎回5問）・・・（50%）

・質問は講義後に対応します。また、メールでも随時受け付け、可能な限り速やかに回答します。
・試験については、模範的な解答例を表示します。

評価基準
試験および授業後の小テストの成績から、講義内容を理解していることを示したと認められる場合には「Ａ」（うち特に優れたものには「Ｓ」）、理解や表現等に
不足があるものはその程度に応じて「Ｂ」または「Ｃ」、講義内容の理解が著しく劣るものはその程度に応じて「Ｄ」または「Ｅ」（ともに不合格）とします。）

他科目との

関連性
本科目での学びを活かす科目として、「国際法Ⅰ・Ⅱ」および「国際関係論Ⅰ・Ⅱ」の履修を推奨します。

特になし。

・浅田正彦・玉田大編著『ウクライナ戦争をめぐる国際法と国際政治経済』（東信堂）
・位田隆一・最上俊樹『コンサイス条約集(第2版)』(三省堂、2015年)

教科書

参考書

◎　（よく当てはまる）

ディプロマ・
ポリシーとの

関連性

DP（ディプロマ・ポリシー）① ◎　（よく当てはまる）

DP（ディプロマ・ポリシー）② －　（当てはまらない）

DP（ディプロマ・ポリシー）③ －　（当てはまらない）

科目コード B610-1-X    (科目一覧番号：275)



授　業 【 G 】 区 分

科目名

授業回数

予習： 復習：

予習： 復習：

予習： 復習：

予習： 復習：

予習： 復習：

予習： 復習：

予習： 復習：

予習： 復習：

予習： 復習：

予習： 復習：

予習： 復習：

予習： 復習：

予習： 復習：

予習： 復習：

予習： 復習：

その他
特記事項なし

国際関係入門
開講年次

【 G 】1

単位数
【 G 】2

選　択

3

ウクライナ侵攻と武力不行使原則②：侵略行為に対する国連機関の対応を考える

配布する予習用レジュメの読解／疑問点の洗い出し まとめノートづくりによる授業の振り返り／小テストによる理解度の確認（90分）

4

ロシアによる武力紛争法違反と戦争犯罪の処罰

配布する予習用レジュメの読解／疑問点の洗い出し まとめノートづくりによる授業の振り返り／小テストによる理解度の確認（90分）

授業内容

1

オリエンテーション：国際関係に関する学問とはどのような学問なのか？

配布する予習用レジュメの読解／疑問点の洗い出し まとめノートづくりによる授業の振り返り／小テストによる理解度の確認（90分）

2

ウクライナ侵攻と武力不行使原則①：ロシアによるウクライナ侵攻の正当化とその評価を考える

配布する予習用レジュメの読解／疑問点の洗い出し まとめノートづくりによる授業の振り返り／小テストによる理解度の確認（90分）

7

対ロシア経済制裁①：概要・特徴・目的を考える

配布する予習用レジュメの読解／疑問点の洗い出し まとめノートづくりによる授業の振り返り／小テストによる理解度の確認（90分）

8

対ロシア経済制裁②：国際法上の位置付け

配布する予習用レジュメの読解／疑問点の洗い出し まとめノートづくりによる授業の振り返り／小テストによる理解度の確認（90分）

5

他国による軍事的支援①：軍事支援国の法的地位

配布する予習用レジュメの読解／疑問点の洗い出し まとめノートづくりによる授業の振り返り／小テストによる理解度の確認（90分）

6

他国による軍事的支援②：武器移転をめぐる国際法・国際政治・安全保障

配布する予習用レジュメの読解／疑問点の洗い出し まとめノートづくりによる授業の振り返り／小テストによる理解度の確認（90分）

15

期末試験（60分）・期末試験問題の解説（30分）

まとめノートづくりによる授業の振り返り／小テストによる理解度の確認（90分） 試験問題の復習（90分）

科目コード B610-1-X    (科目一覧番号：275)

13

国際経済秩序への影響④：国際投資法の観点から（後）

配布する予習用レジュメの読解／疑問点の洗い出し まとめノートづくりによる授業の振り返り／小テストによる理解度の確認（90分）

14

授業のまとめ：ロシアによる不当な主張に対してどう向き合うか？

配布する予習用レジュメの読解／疑問点の洗い出し まとめノートづくりによる授業の振り返り／小テストによる理解度の確認（90分）

11

国際経済秩序への影響②：国際貿易法（WTO協定）の観点から（後）

配布する予習用レジュメの読解／疑問点の洗い出し まとめノートづくりによる授業の振り返り／小テストによる理解度の確認（90分）

12

国際経済秩序への影響③：国際投資法の観点から（前）

配布する予習用レジュメの読解／疑問点の洗い出し まとめノートづくりによる授業の振り返り／小テストによる理解度の確認（90分）

9

対ロシア経済制裁③：特に金融制裁について

配布する予習用レジュメの読解／疑問点の洗い出し まとめノートづくりによる授業の振り返り／小テストによる理解度の確認（90分）

10

国際経済秩序への影響①：国際貿易法（WTO協定）の観点から（前）

配布する予習用レジュメの読解／疑問点の洗い出し まとめノートづくりによる授業の振り返り／小テストによる理解度の確認（90分）


